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－宮城県中山間地域活性化推進協議会長賞「カモミールの香りに包まれて」(蔵王町)－ 

 

宮城県農政部農山漁村なりわい課 





みやぎの地域資源保全活用支援事業  

 

１．令和６年度の実績（見込み）について【補正後 6,870 千円（当初 13,000 千円）】 

   みやぎの地域資源保全活用支援事業（国事業名：ふるさと・水と土保全対策事

業）は、中山間地域等の農地や土地改良施設の有する多面的機能の良好な発揮と

地域住民活動の活性化を図るため、活動を推進する人材の育成や農地・施設の保

全及び利活用の促進に対する支援を実施しているもの。 
なお、令和６年度の実績（見込み）は、以下のとおり。 

  
（１） 基金運用見込み                          

（単位：千円） 

 Ｒ５年度 

実績 

Ｒ６年度 

実績（見込） 
増 減 対前年比 

基金元本（年度末） 656,466 651,066 ▲5,400      99％ 

基金積立          0          0      －  － 

基金戻し入れ         26        300        274 1,154％ 

基金取崩      5,472      5,700       228 104％ 

基金運用益 

※R3～R5 平均 

1,986 千円 

     1,043      1,169        126 112％ 

 
（２） 主な取組（事業費６，８７０千円） 

   ① ふるさと水と土指導員・保全隊に対する補助（事業費１，７７０千円） 
県内１０の保全隊等の保全活動に対し補助金を交付 
    

② 第１２回みやぎのふるさと農美里
の ん び り

フォトコンテストの開催（事業費１５０千円） 

農業農村の魅力を広く紹介するため、フォトコンテストを開催（宮城県中

山間地域活性化推進協議会，宮城県土地改良事業団体連合会と共催）した。 

また、今年度は既存のカメラ部門に加え、Instagram 部門を創設し、若年

層からの応募促進を図るとともに、Instagram 部門の審査員には県内３高等

学校の写真部に在籍する生徒に就任いただくなど、教育機関との連携強化

に向け新たな取組を行ったもの。 

なお、県庁１階ロビーにおいて、第１１回入賞作品の展示を行い、広報活

動を実施した。 
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・募集期間 令和６年８月１日（木）から１２月３１日（火）まで実施 

    ・審 査 日 令和７年２月１４日（金） 

    ・県庁１階ロビー展示期間 令和６年８月５日（月）～８月９日（金） 

     ※第１１回入賞作品 

    

③ ふるさと水と土指導員研修会の開催等（事業費２，９９０千円） 

農業･農村の多面的機能の持続的発揮に向けた全国シンポジウム（旧ふる

さと水と土基金全国研修会）については、令和６年１１月２７日（水）～２

８日（木）に砂防会館別館（東京都）において開催され、本県からは２名が

参加した。 

また、地域住民活動の活性化推進を担うふるさと水と土指導員を支援する

ことを目的に次の研修会を開催したもの。 

・令和６度みやぎの地域資源保全活用支援事業研修会  

令和６年１２月１７日（火） 対面開催 １０名参加 

 
   ④ 地域住民活動の人材育成（事業費１，９６０千円） 
     宮城県農業大学校と連携し、大崎地域世界農業遺産の巧みな水管理システ 

ムの維持継承に向けた人材育成を図るもの。 
また、県内の農業関係高等学校等との連携構築により、農業人材の育成を 

目指すもの。 
なお、令和６年度に実施した教育機関との連携内容は、Ｐ４～５のとおり。 

 
   ⑤ 国の事業実施計画における成果目標に対する実績見込み 

・地域住民活動を通じた地域づくり支援     【目標３地区】⇒０地区 
・地域住民活動、調査研究等に係る補助事業 【目標１２団体】⇒１０団体 
・ふるさと水と土指導員の研修会          【目標１回】⇒１回 

    ・ふるさと水と土指導員の育成（全国研修会参加者） 【目標３人】⇒２人 
    ・第三者検討委員会の開催             【目標２回】⇒３回 
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２．令和７年度の計画について 【当初予算 13,000 千円（前年当初 13,000 千円）】 

 みやぎの地域資源保全活用支援事業（国事業名：ふるさと・水と土保全対策事

業）を実施し、中山間地域等の農地や土地改良施設の有する多面的機能の良好な

発揮と地域住民活動の活性化を図るため、活動を推進する人材の育成や農地・施

設の保全及び利活用の促進に対する支援を実施するもの。 
なお、令和７年度の計画は、以下のとおり。 

 

（1） 主な取組（事業費１３，０００千円） 

   ① ふるさと水と土指導員・保全隊に対する補助（事業費２，６４０千円） 
県内９の保全隊等の保全活動に対し補助金を交付予定 
    

② 第１３回みやぎのふるさと農美里
の ん び り

フォトコンテストの開催（事業費１５０千円） 

農業農村の魅力を広く紹介するため、フォトコンテストを開催予定（宮城

県中山間地域活性化推進協議会、宮城県土地改良事業団体連合会と共催） 

          

③ ふるさと水と土指導員・保全隊研修会の開催等（事業費１，７５０千円） 

ふるさと水と土指導員等の交流を兼ねた研修会を開催予定 

 

   ④ 地域住民活動促進事業（事業費６，５００千円） 
地域資源の保全活用について、各地域の特徴ある保全・活用を図るため、

各地方振興事務所からの提案事業を実施するもの（今後、要望量調査を実施） 
・地域資源保全活用調査（３地区、事業費４，５００千円） 
・地域資源保全活用工法研究（２地区、事業費２，０００千円） 
 

   ⑤ 地域住民活動の人材育成（事業費１，９６０千円） 

宮城県農業大学校及び県内の農業関係高等学校等との連携構築により、農 
    業人材の育成を目指すもの。 

・農業大学校４９０千円、農業関係高等学校等（６校）１，４７０千円 
 

⑥ 国の事業実施計画における成果目標 
・地域住民活動を通じた地域づくり支援     【目標３地区】 
・地域住民活動、調査研究等に係る補助事業  【目標１２団体】 
・ふるさと水と土指導員の研修会         【目標１回】 

・ふるさと水と土指導員の育成（全国研修会参加者）【目標３人】 
     ・第三者検討委員会の開催            【目標２回】 
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（
２
）
２
年
次
（
水
田
経
営
学
部
学
生
１
０
名
）

・
内
容
：
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の
授
業
と
し
て
「
農
村
環
境
と
生
き
物
調
査
」
（
講
義
・
実
習
）
2
コ
マ

・
実
施
場
所
：
水
田
経
営
学
部
内
水
田

・
講
師
：
大
崎
市
世
界
農
業
遺
産
推
進
課
職
員

・
時
期
：
６
月
１
７
日

１
目

的
○
宮
城
県
の
農
業
の
将
来
を
担
う
人
材
と
し
て
、
「
大
崎
耕
土
」
伝
統
的
水
管
理
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
多
面
的
機
能
や
農
村

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
関
連
す
る
授
業
を
実
施
し
、
世
界
農
業
遺
産
の
人
材
育
成
を
目
指
す
。

世
界
農
業
遺
産
を
普
及
す
る
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
宮
城
県
農
業
大
学
校
に
お
い
て
、
世
界
農
業
遺
産
「
大

崎
耕
土
」
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
講
義
を
実
施
す
る
も
の
。

２
実
施
内
容

（
１
）
１
年
次
（
全
学
部
の
学
生
３
７
名
）

・
内
容
：
「
農
学
基
礎
実
習
」
の
授
業
と
し
て
「
世
界
農
業
遺
産
と
水
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
（
講
義
・
見
学
）
2
コ
マ

・
実
施
場
所
：
水
田
経
営
学
部
教
室
・
農
業
水
利
関
連
施
設
等

・
講
師
：
宮
城
大
学
事
業
構
想
学
群
郷
古
雅
春
先
生

・
時
期
：
５
月
８
日

令
和
6
年
度
の
主
な
取
り
組
み
④

地
域
住
民
活
動
の
人
材
育
成
（
宮
城
県
農
業
大
学
校
）

講
師
に
よ
る
講
義

施
設
見
学
①

施
設
見
学
②

生
き
物
調
査
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（
２
）
小
牛
田
農
林
高
等
学
校

・
内
容
：
「
大
崎
耕
土
」
の
関
連
施
設
見
学
、
地
域
の
環
境
保
全
推
進
協
議
会
員
や
市
職
員
に
よ
る
講
話
の
聴
講
等

１
目

的
○
宮
城
県
の
農
業
の
将
来
を
担
う
人
材
と
し
て
、
関
連
授
業
等
を
通
じ
、
農
村
環
境
の
保
全
や
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る

農
業
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の
各
高
等
学
校
に
お
い
て
、
関
連
授
業
等
を
実
施
す
る
も
の
。

２
実
施
内
容

（
１
）
伊
具
高
等
学
校

・
内
容
：
地
域
住
民
と
「
大
張
沢
尻
棚
田
（
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
：
農
林
水
産
省
選
定
）
」
に
係
る
保
全
活
動
等

令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組
み
④

地
域
住
民
活
動
の
人
材
育
成
（
農
業
関
係
高
等
学
校
な
ど
）

（
３
）
南
郷
高
等
学
校

・
内
容
：
「
大
崎
耕
土
」
内
で
の
学
習
ツ
ア
ー
の
開
催
等

（
４
）
古
川
黎
明
高
等
学
校

・
内
容
：
「
大
崎
耕
土
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
高
校
課
題
研
究
発
表
会
へ
の
参
加
等

（
５
）
宮
城
県
農
業
高
等
学
校

・
内
容
：
大
豆
の
栽
培
・
加
工
を
通
じ
、
地
域
産
業
や
伝
統
文
化
の
学
習
等

伊
具
高
等
学
校

小
牛
田
農
林
高
等
学
校

南
郷
高
等
学
校

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
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ぎ
の
魅

力
あ

る
農

山
漁

 

村
づ
く
り

に
向
 

         

令
和

７
年

度
み

や
ぎ
の

地
域

資
源
保

全
活

用
支

援
事

業
概

要
 

  
・
歴
史
や
文
化
、
環
境
、
生
態
系
、
景
観
な
ど
保
全
す
べ
き
資
源

調
査
に
よ
る
地
域
特
有
の
資
源
が
再
発
見
さ
れ
、
６
次
産
業
化
な
ど
の

新
た
な
起
業
が
創
設
さ
れ
る
。
 

 
・
地
域
住
民
活
動
に
よ
る
農
村
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
及
び
伝
統
食
の
継
承
等
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
及
び
農
村
地
域
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
。
 

事
業
効
果
 

 ・
中

山
間

地
域

等
農

村
活

性
化

基
金

条
例

（
H
3
1,
3
改

正
）
 

 ・
み

や
ぎ

の
地

域
資

源
保

全
活

用
支

援
事

業
実

施
要

綱
 

 
（

R
2
.4
.
1
施

行
，

R
4
.2
.1

一
部

改
正

）
  

・
み

や
ぎ

の
地

域
資

源
保

全
活

用
支

援
事

業
補

助
金

交
付

要
綱
 

 
 
（

R2
.
4.
1
施

行
，

R4
.
2.
1
一

部
改

正
）
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
予

算
額

：
１

３
，
０

０
０
千

円
（
内

６
，
５

０
０

千
円
事
務

所
提
案

枠
）

 

（
１

）
地
域

資
源
に

係
る
調

査
研

究
事

業
【

７
，

３
３

０
千

円
】

 

 
 
地
域

住
民
活

動
に
よ

る
土
地

改
良
施

設
や
農

地
等
の

維
持
、

補
修
、

保
全
な

ど
の
農

山
漁
村

振
興
に

 

関
わ
る
調

査
や

資
源

活
用

の
検
討

を
支
援
 

①
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等
に

よ
る
住

民
活
動

支
援

、
土
地
改

良
施
設

等
地
域

資
源

の
工
法
研

究
 

（
２

）
ふ
る

さ
と
・

水
と
土

指
導

員
等

研
修

事
業
【

２
，
９

８
７

千
円

】
 

 
 
①
地

域
住
民

活
動
の

活
性
化

を
図
る

指
導
員

や
リ
ー

ダ
ー
の

人
材
育

成
・
確

保
 

②
農
業
人

材
育

成
に

係
る

教
育
機

関
と
の

連
携
（

農
業
大

学
校
・

農
業
関

係
高
等

学
校

な
ど
）

 

（
３

）
地
域

資
源

の
保

全
活

用
推

進
事

業
【

２
，
６

８
３

千
円
】

 

地
域
資
源

を
活

用
し
た
地

域
住
民

活
動
を

実
践
す

る
組
織

の
構
想

化
、

設
立
支
援

及
び
活

動
へ
の

支
援
 

①
農
村
振

興
施
策

検
討
委

員
会
の

開
催

 

②
歴
史
的

価
値

が
あ

る
施

設
や
環

境
配
慮

、
親

水
施
設
等

の
地
域

住
民
が

参
画
し

た
保
全

活
動
を

支
援

 

③
農
村
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

活
性
化

に
よ
る

住
民
活

動
支
援

 

事
業

内
容
 

県
 

 ・
地
域
資
源

（
農
地

、
土
地

改
良
施
設

等
）

の
維
持
保
全
に

係
る
調
査

 

・
地
域
資
源
の

保
全
、

活
用

 

地
域

資
源
と
は
 

自
然
環
境

、
特
産
物

、
伝

統
的
技

術
、
文

化
財
、
歴
史
的
・
文

化
的

施
設
、
人

材
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等

 

  
 
中
山

間
地
域

等
は
、

過
疎
化

、
高

齢
化

等
の

著
し
い

進
行
に

よ
り
、

地
域
の

活
力
が

低
下
し

つ
つ
あ

る
。
農

地
や
土

地
改
良
施

設
等
の

地
域
資

源
の
利

活
用
を

基
本
と

し
、
地

域
住
民

活
動
の

多
様
な

展
開
を

促
進
す

る
こ
と

に
よ
り

地
域

の
活
性
化

を
図
り

、
地
域

住
民
活

動
を
推

進
す
る

人
材
の

育
成
、

地
域
資

源
の
利

活
用
及

び
保
全

整
備
等

を
促
進

す
る

も
の
で
あ

る
。
 

【
基
金

】・
Ｈ

５
～
９

年
度
基
金

造
成
 

 
６
６

０
，
０

０
０
千

円
（
拠

出
割
合

：
国
１

／
３
、

県
２
／

３
）
 

 
 
 

 ・
Ｒ

６
年
度

末
基
金
残

高
 
 

 
６
５

１
，
０

６
６
千

円
（
Ｒ

７
年
３

月
末
時

点
見
込

み
）
 

【
根
拠

】・
（
国
）

中
山
間

ふ
る
さ

と
・
水

と
土
保

全
対
策

事
業
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